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繹奏 躊躊躊躊躊泰繹繹（ No. 33  ）
 

第 1回

ふれあいまつり

ー会場には笑顔と活気一

ゆたかな町づくりをめぎす農協•森林組合・商工会•町共催の第 1 回

ふれあいまつりは、 11月23・ 24日の2日間天候に恵まれて沢山の人出と

なりました。農産物と、その生産技術の写真・パネルの展示、杉・檜材

柱や間伐材利用建物の展示、しいたけ共進会、商工露天市等20余の催し

は、笑顔と活気にあふれました。

鹿野川河原では10数年ぶりに子供相撲大会も行われ、豆力士たちが声

援をうけて土俵いっぱいに力相撲を展開し、谷間に大きなかん声があが

りました。

（写真：鹿野川河原での子供相撲大会）

令月号の主な内容

＝町報＝

衡ふれあいまつり子供相撲大会… 2
衡肱JII の農林業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •3

衡予子林地区農業実能調査…… 4
層ふるさとだより・・・・・・・・・・・・・・・・・• 7 
*お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16

＝農林だより＝

唖肱川ふれあいまつり・・・・・・・…・・8

衡第 4 回林業教室・・・・・・・・・・・・・・・・・• 9 
蔓木材・椎茸市況・・・・・・・・・・・・・・・・・・10
唖今月の農作業・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・ •11

＝公民館報＝

唖大谷・正山両PTA交流会…12

衝肱JIIの民俗・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13

衡肱JII中文化祭・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14
雀大谷文楽公演・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15

町民のうごき
ら ノ

人 ロ 3,80子人 (-1) 

男 1 ,86もヘ`人 (-6) 

女 1,9 4 1人（寸5)

世帯数 1,060品 （土 0)

（昭和60年11月30日現在）
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撲
大
会
は
、
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一
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二
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三
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に
小
学
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四
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と
二
日
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し
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加
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績
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は
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一
月
二
十
三
日
、
肱
川
中

学
校
に
河
辺
村
か
ら
八
チ
ー
ム
（
ニ

十
四
名
）
当
町
か
ら
十
三
チ
ー
ム
（
四

十
一
名
が
参
加
し
て
、
午
前
九
時
か

ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

予
選
は
リ
ー
グ
戦
、
決
勝
は
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
で
す
す
め
ら
れ
、
競
技

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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上
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区
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大
会

二
十
一
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が
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加

位
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水稲作付面積は定着

水稲作付面積と収穫量 水稲品種別作付面積
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水稲作付面積と収穫量及び品種別作付面積

『愛媛食糧事務所調べ』・「農作物調査」の結果による。

昭
和
五
十
九
年
の
水
稲
作
付
面
積

は
百
五
十
八
に
で
四
十
年
に
比
べ
百

十
九
じ
（
四
三
打
）
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
四
‘
十
五
年
以
降
の
生
産
調
整
、

果
樹
振
典
対
策
、
水
田
利
用
再
編
対

策
等
の
推
進
に
よ
り

減
少
を
続
け
た
た
め

で
す
。

水
稲
収
穫
量
も
作
付
面
積
の
減
少

に
伴
っ
て
漸
減
を
続
け
、
五
十
五
年

は
異
常
気
象
も
あ
っ
て
過
年
次
最
低

を
記
録
し
ま
し
た
。
し
か
し
五
十
六

年
以
降
、
作
付
面
積
は
安
定
的
に
推

昭． 55 ー 2・臀緊綴饂・鵬―月J
9 、

56.-．輯躙馴］ヽ
ヽ ヽ

57麟疇囀川
58疇9.，、

59 一年
単位｛作付面積： ha 

収穫量： t 

年次
10 a 政府米 I 品 種別作付面積構成比(%)

作付面積 たり収穫量 入
収当量 数買 量 I黄金錦 1日本晴 Iヤマビコ Iミネニシキ i農林22号Iアケポバ峰光

昭． 40 277 29り 808 
45 250 321 803 

50 215 350 753 327 13 ， 24 4 6 5 11 
51 207 336 696 294 11 8 23 4 5 6 10 
52 213 350 746 284 8 8 20 21 4 4 11 
53 186 371 690 256 8 5 17 31 3 5 ， 
54 166 361 599 246 8 5 20 27 2 5 11 

55 165 287 474 172 12 7 16 27 3 5 11 
56 158 368 581 219 15 8 19 15 3 5 10 
57 158 330 521 216 16 12 17 8 4 3 5 
58 158 385 608 248 17 10 15 6 3 4 3 
59 158 388 613 282 17 13 13 7 6 5 1 

移
し
、
生
産
技
術
向
上
と
天
候
に
恵

ま
れ
た
こ
と
か
ら
増
勢
に
転
じ
五
十

九
年
の
十
可
当
り
収
量
は
過
去
最
高

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
品
種
別
作
付
面
積
の
動
き

を
み
る
と
、
黄
金
錦
・

日
本
晴
が
増
え
て
、
峰

光
・
ミ
ネ
ニ
シ
キ
及
び

ヤ
マ
ビ
コ
の
減
少
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。

.•◎〈わ畑L〉—⑳
ま 1憂将つに懐と困わわ ‘~-
すし来い友ついつかが

子、行ぃいもままの
い゚はて達こってま家 口』＼ ／『： ：：‘ ：、、〗 ~ffi!、//

思の冒／叫fo]『：9 」'9: 〗あ＼`し‘で乗ん
也徳栄さん(27歳） 。手 利明さん(27歳）.__,,¥....J 

つ あでで近‘せ坊 お母さん ＇し、 強゜‘ -ょお母さん
てる 。も所人るで。 千代美さん (25歳） g 。 し 。゜ 千代さん(27歳）
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予
子
林
地
区
の
農
業
は
、
明
治
十

五
年
頃
、
養
蚕
業
が
導
入
さ
れ
て
以

来
百
年
、
ま
ゆ
が
農
業
収
入
の
大
き

な
柱
と
な
っ
て
地
区
の
経
済
を
支
え

て
き
ま
し
た
が
、
近
年
価
格
の
低
迷

に
加
え
労
働
力
の
不
足
な
ど
に
よ
っ

て
生
産
額
第

一
で
あ
っ
た
座
が
危
う

く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

当
地
域
は
昭
和
五
十
八
年
と
五
十

九
年
の
ニ
ヶ
年
で
、
新
農
業
構
造
改

善
事
業
に
よ
り
、
一
億
三
千
八
百
万

円
の
事
業
費
で
約
十
に
の
水
田
区
画

整
備
を
完
成
し
農
業
の
近
代
化
と
活

性
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一

戸
当
り
の
耕
地
が
少
な
く
、
収
益
も

低
い
農
業
よ
り
、
確
実
性
が
高
く
現

金
収
入
に
な
る
土
建
業
な
ど
の
農
外

へ
就
労
の
場
を
求
め
る
傾
向
は
次
第

に
強
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

そ
の
土
建
業
も
諸
情
勢
の
変
り
で
不

振
の
続
く
現
状
で
は
‘
こ
れ
に
依
存

す
る
こ
と
も
難
し
く
な
っ
て
来
て
お

り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
将
来
、
予
子
林

で
農
業
を
中
心
と
し
た
く
ら
し
を
た

て
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
、
そ
の

方
策
を
さ
ぐ
る
第

一
段
階
と
し
て
農

若
者
の
流
出
に
よ
っ
て
一
世
帯
あ

た
り
の
家
族
数
は
少
な
く
、
特
に
老

齢
者
の

一
人
住
ま
い
八
戸
と
二
人
家

族
か
三
十
二
戸
も
あ
り
、
こ
れ
は
全

体
の
三
六
打
を
し
め
て
い
ま
す
。
部

落
別
で
は
中
津
か
十
九
戸
中
十
五
戸

ま
で
が
、
三
人
以
下
の
家
族
で
平
均

ニ
・
八
人
と
最
も
少
な
く
、
全
体
の
平

一
、
家
族
構
成

子
供
は
少
な
く
、
小
人
数

家
の
意
向
や
営
農
の
実
態
な
ど
を
明

ら
か
に
し
、
足
元
か
ら
農
業
を
見
直

す
こ
と
の
必
要
か
ら
予
子
林
営
農
林

推
進
会
議
で
は
こ
の
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
を
次
の
と

お
り
紹
介
し
今
後
の
営
農
改
善
を
進

め
る
計
画
の
参
考
資
料
と
し
て
、
予

子
林
の
農
業
、
私
達
の
農
業
を
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
本
年
七
月
予
子
林

地
区
内
で
十
勺
以
上
を
耕
作
し
て
い

る
農
家
百
十
一
戸
を
対
象
に
個
人
記

入
回
答
（
一
部
老
齢
者
の
農
家
は
、

役
員
で
聞
き
と
り
に
よ
る
）
で
実
施

し
、
回
収
率
は
百
打
で
し
た
。

（
図
ー
・
表

1
)

（表 1) 農家の戸数と人口

ご農家 非農家 計 農家のみの家族数 （人）

（戸） （戸） （戸） 男 女 計 15歳まで 70歳以上 1戸平均家族

柳 1 7 2 19 24 36 60 12 6 3 5 
郷 1 7 4 21 28 31 59 6 13 3 4 

市之畦 12 3 15 20 25 45 6 1 1 3 7 
瓜生谷 18 

゜
18 36 35 7 1 13 ， 3 9 

町 6 24 30 ， 12 2 1 5 3 3 5 
藤之原 1 7 7 24 37 37 74 1 8 10 4 2 

小倉 5 1 6 10 1 1 21 3 5 4 2 

中津 19 10 29 29 24 53 2 13 2 8 

計 1 1 1 51 162 193 2 11 4I 04 65 70 3 5 

（表2) 後継者の有無と就農状況など

区 すでに就農している まだ就農していない

月別 将釆も心農業中 将来も 農心外中 将米農業は 将来は農業心中 将来は農業 将来も農業は すどるう カわ~ 子供だま 答ぇ

もやら ら 者
計

> でで や でい ゃ ならかなでれな
ヵゞ

{・、いぃめ な
くくる くるいいい し‘

柳 1 2 3 4 4 3 1 7 

郷 1 1 3 2 1 1 8 17 
市之畦 2 4 1 1 4 12 
瓜生谷 1 2 6 1 3 2 3 18 

町 2 1 2 1 6 
藤之原 1 1 1 3 1 6 4 1 7 
小倉 1 2 1 1 5 
中津 1 1 2 ， 1 5 1 9 
計 5 6 5 22 7 25 16 

25 1 1 1 
合計 1 1 75 

農
外
就
労
者
が
多
い

予
子
林
地
区
農
家
実
態
調
査
報
告

均
世
帯
数
で
は
三
・
五
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。人

口
を
年
齢
別
に
み
る
と
十
五
歳
以

下
の
子
供
六
十
五
人
(
-
六・

一
行）

に
対
し
、
七
十
歳
以
上
の
老
人
が
、

七
十
人
(
-
七
・
四
貯
）
と
な
っ
て
お

り
、
中
で
も
中
津
は
子
供
が
二
人
し

か
お
り
ま
せ
ん
。

二
、
就
労
状
況

全
世
帯
四

0
四
人
中
就
業
者
は
二

百
七
十
九
人
で
就
業
率
は
六
九
打
で

す
が
、
就
業
者
中
、
農
家
の
み
と
、

農
業
を
主
と
し
て
い
る
人
は
百
八
十

（図 1)家族の構成
8人 3戸 2.7%

ー上
7人6戸 5.4%

（図

2
)

二
人
で
、
農
家
が
主
、
農
外
の
み
の

人
が
九
十
七
人
あ
り
、
こ
れ
は
就
労

者
の
三
五
行
に
当
り
ま
す
。

三
、
後
継
者

（図 2)就労状況

（図

3
・表

2
)

後
継
者
が
有
る
農
家
は
八
十
六
戸

に
な
り
ま
す
が
、
無
い

農
家
が
二
十
五
戸
も
あ

り
、
将
来
農
業
を
や
ろ

う
と
す
る
後
継
者
は
二

十
七
人
い
ま
す
。

表

(
2
)
を
分
析
し
て

み
る
と
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
す。

①
農
業
中
心
で
や
る

九
人
（
九
打
）

③
農
外
中
心
（
農
業
も

や
る
）

二
十
八
人
（
二
五
打
）

③
農
業
は
や
め
る
（
後

継
者
な
し
）

三
十
二
人（
二
八
貯）

④
わ
か
ら
な
い
（
子
供

で
答
え
ら
れ
な
い
）

四
十
一
人
（
三
六
打
）

就
農
後
継
者
が
少
な
い
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調
査
農
家
の
経
営
耕
地
面
積
は
九

十
ニ
・
在
い
で
一
戸
平
均
に
す
る
と
八

十
三
可
に
な
り
、
こ
れ
は
肱
川
町
の

平
均
一
に
と
比
較
す
る
と
十
七
可
低

く
な
り
ま
す
。

農
地
は
栗
園
が
全
体
の
約
半
分
に

近
い
四
十
四
・
五
[
I

り
で
四
八
打
を
占
め

次
い
で
水
田
二
三
・
一
行
、
桑
園
一

八
・
五
打
、
畑
三
・
四
貯
、
そ
の
他
一

炉
日
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
田
は
、
二
十
一
・
三
[
I

一
の
内
整
備

さ
れ
た
の
は
八
・
四
{
I

学
で
整
備
率
は
三

一
・
七
行
で
す
。
条
件
が
悪
く
整
備
が

困
難
な
水
田
が
多
く
今
後
の
改
田
は

あ
ま
り
望
め
な
い
の
で
現
在
の
整
備

田
を
高
度
に
利
用
す
る
こ
と
が
課
題

で
す
。経

営
農
地
規
模
別
農
家
数
の
割
合

四
、
経
営
耕
地

経
営
規
模
が
小
さ
い （図

4
)

（図 3)後継者の就農状況

集
落
別
に
み
る
と
、
藤
之
原
は
全
戸

に
後
継
者
が
あ
り
ま
す
が
、
郷
は
約
五

0
貯
の
農
家
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
中

津
は
将
来
ど
う
す
る
か
わ
か
ら
な
い
後

継
者
が
十
四
人
中
九
人
も
あ
り
ま
す
。

（表3) 経営形態の現状と 5年後

反
当
り
生
産
額
が
少
な
い

（単位：戸）

五
、
農
畜
産
物

農
産
物
の
総
生
産
額
は
、
約
一
億

一
千
八
百
万
円
で
こ
れ
を
一
戸
当
り

に
割
る
と
約
百
万
円
で
す
。

（図4)農地の状況

その他

89a 
1.0% 

（図5)

＼ 区

現在 5 年 後 規模拡大したい 規模縮少したい

専第第， 現

i i □ □ 借 作

>
． ＝ Jし 荒 わ

状 業 し か
種 種 の

の の
地 序又 づ‘ ら

兼兼 ま め ？ 晨 託

昇
＜ な

業業業 ま る で て⇔ で で 却 り 1,,ヽ

柳 5 2 1 0 2 14 1 1 1 1 

郷 4 2 1 1 1 1 1 3 2 1 1 1 1 
市之畦 12 1 7 2 2 1 1 1 
爪生谷 3 15 1 1 5 2 1 1 1 

町 1 5 6 
藤之原 5 4 8 4 12 1 1 2 1 
小倉 1 3 1 2 3 2 
中津 1 1 0 8 19 

計 16 25 70 1 1 87 8 5 7 2 1 1 3 2 3 

は
、
一
{
I〗
以
下
が
七
十
七
戸
で
七
〇

打、

一[
I

り
以
上
が
三
0
打
と
な
っ
て

い
ま
す
。

生
産
額
の
一
位
は
ま
ゆ
で
、
こ
れ

は
数
十
年
来
ト
ッ
プ
の
座
を
守
り
、

地
区
に
定
着
し
た
基
幹
作
目
で
す
。

二
位
は
く
り
で
昭
和
四
十
年
頃
よ

り
急
速
に
伸
び
ま
し
た
が
不
適
地
も

多
く
反
生
産
額
で
は
五
万
円
台
で
す
。

三
位
は
米
で
す
が
、
生
産
調
整
、

水
田
再
編
等
の
影
響
で
作
付
収
量
共

に
減
少
し
た
も
の
の
区
画
整
備
や
栽

培
技
術
向
上
な
ど
で
安
定
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
四
位
の
し
い
た
け
は

原
木
が
少
な
く
て
伸
び
な
や
み
、

五
位
の
畜
産
も
飼
育
希
望
農
家

が
な
く
停
滞
気
味
で
、
六
位
の

き
ゅ
う
り
は
不
安
定
な
価
格
変

動
は
あ
り
ま
す
が
遊
休
地
の
利

用
や
水
田
転
作
と
し
て
伸
び
、

産
地
と
し
て
町
・
農
協
も
推
進
し

て
お
り
順
位
が
代
る
気
配
で
す
。

農
地
を
利
用
し
た
も
の
だ
け

の
生
産
額
は
、
約
八
千
六
百
万

円
で
十
吋
当
り
平
均
十
万
円
程

度
で
す
。
こ
れ
を
作
目
別
に
み

る
と
、
十
可
当
り
生
産
額
は
‘

き
ゅ
う
り
約
十
万
円
、
ま
ゆ
十

七
万
円
、
こ
め
十
一
万
円
、
く

り
六
万
円
と
な
り
ま
す
。

（図 5)主要農産物の生産額

（図

6
・表

3
)

農
業
を
専
業
と
し
て
い
る
と
答
え

た
農
家
は

一
四
打
に
当
る
十
六
戸
、

第
一
種
兼
業
は
二
三
打
の

二
十
五
戸
、

第
二
種
兼
業
は
最
も
多
く
六
―――
炉日の

七
十
戸
で
す
。
専
業
の
多
い
匁
落
は

柳
と
藤
之
原
の
五
戸
と
郷
の
四
戸
で

す
が
、
市
之
畦
は
専
業
が

一
戸
も
な

＜
、
全
戸
二
種
兼
業
の
み
で
す
。
五

年
後
の
経
営
形
態
を
み
る
と
、
現
状
の

十
一
戸
が
規
模
拡
大
し
だ
い

六
、
経
営
形
態

（図 6)今後の経営

4% 

七
、
農
業
所
得

五
十
万
円
以
下
が六

五
％

（図

7
)

ま
ま
で
よ
い
と
す
る
農
家
が
七
九
打

の
八
十
八
戸
あ
り
、
規
模
を
拡
大
し

た
い
農
家
が
縮
小
し
た
い
農
家
よ
り

三
戸
多
く
、
農
業
を
や
め
る

と
答
え
た
農
家
五
戸
が
あ
る

も
の
の
全
体
と
し
て
は
あ
ま

り
変
化
は
な
い
と
思
わ
れ
ま

す。
規
模
拡
大
を
望
む
農
家
十

一
戸
の
う
ち
七
戸
が
農
地
の

購
入
を
求
め
て
い
る
の
に
対

し
、
規
模
を
縮
小
し
た
い
農

家
で
農
地
を
売
却
す
る
農
家

は
一
戸
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た。
年
間
農
業
所
得
は
一
戸
十

万
円
ー
五
十
万
円
が
最
も
多

く
五
十
戸
で
、
こ
れ
は
全
体

の
四
五
貯
に
当
り
ま
す
。
次

い
で
十
万
円
以
下
が
二
十
二

戸
の
一
九
・
八
打
と
五
十
万
円

ー
百
万
円
以
下
が
十
三
戸
で



⑬⑲。0庖。祇） ⑮ 国 (6)

農
外
所
得
は
就
業
状
況
か
ら
み
る

と
日
雇
（
土
建
業
）
が
最
も
多
く
団

体
・
会
社
・
官
公
庁
な
ど
約
九
十
五

人
は
ど
が
農
外
へ
就
業
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
給
料
が
主
で
そ
の
は
か
に

林
業
収
入
や
各
種
の
年
金
等
が
入
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
農
業
所
得

に
比
較
し
て
高
額
の
二
百
万
円
以
上

の
所
得
農
家
が
九
戸
多
く
、
百
万
円

以
下
は
十
三
戸
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す。
（図 7)農業所得の実態

旦
雇
い
が
多
い

八
、
農
外
所
得

（図

8
)

―
一
・
七
貯
、
百
万
円
以
下
が
七
十

六
・
五
打
を
占
め
ま
す
。

農
業
所
得
を
金
額
で
概
算
し
て
み

る
と
約
七
千
四
百
六
十
万
円
程
度
に

な
り
ま
す
が
、
調
査
で
は
所
得
金
額

で
記
入
を
依
頼
し
ま
し
た
が
、
作
付

面
積
や
平
均
的
収
量
な
ど
か
ら
み
て

生
産
額
で
上
げ
て
い
る
農
家
も
多
く

み
う
け
ら
れ
、
実
際
の
所
得
額
は
二

割
程
度
落
ち
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

（図 9)農業所得と農外所得 （図8)農外所得の実態 九
、
総
所
得農

外
に
依
存

予
子
林
地
区
農
家
の
総
所
得
金
額

は
概
算
で
、
農
業
所
得
が
七
千
四
百

六
十
万
円
、
農
外
所
得
が
一
億
一
千

九
百
七
十
万
円
で
農
外
所
得
が
農
業

所
得
の

一
・
六
倍
と
な
っ
て
お
り
農
業

が
主
産
業
で
あ
り
な
が
ら
経
済
面
で

は
農
外
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

（図

9
)

「みんなそろって明るいお正月を」

歳末だすけあい運動にご協力を

「
滝
山
か
ら
小
藪
へ
は
小
道
を
歩
い

て
上
が
っ
た
が
、
こ
の
上
に
家
か
あ

る
の
か
と
不
安
で
あ
っ
た
…
…
」
と

小
藪
の

0
0
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
嫁
入

り
の
日
を
偲
び
な
が
ら
思
い
出
話
を

さ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
代
か
ら
五
十
年
、
こ
ん

な
に
開
け
た
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
苦
楽
を
共
に
、
夫
婦
力
を

合
せ
、
め
で
た
く
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
六
十
年
十
一
月
十
五
日
、
肱

川
町
公
民
館
で
肱
川
町
恒
例
の
合
同

金
婚
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

お
正
月
に
な
っ
て
も
、

長
期
療
養
等
の
た
め
病

院
や
施
設
で
過
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
、
寝

た
き
り
の
人
、
低
所
得

の
人
等
恵
ぐ
ま
れ
な
い

人
々
が
肱
川
町
に
も
沢

山
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
毎
年
十

二
月
に
歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
を
行
な
っ
て
い

ま
す

C
今
年
も
、
区
長
さ
ん

を
通
じ
て
皆
さ
ん
に
募

金
を
お
願
い
す
る
こ
と

と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

あ
な
た
の
ま
ご
こ
ろ
を

募
金
に
託
し
て
お
寄
せ

共
に
歩
ん
だ
五
十
年

七
組
が
め
で
た
＜
金
婚
式

下
さ
い
。
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
皆

さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お
金

を
年
末
ま
で
に
次
の
方
々
に
お
届
け

し
皆
さ
ん
の
温
か
い
ま
ご
こ
ろ
を
お

伝
え
い
た
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

◎
長
期
療
養
を
し
て
い
る
人

｀ 
釦ナまし了

饂で＇とら三t胴誓異主汀昇一丁頁芝 して

一謬喜9翌］、止旦―ー
（宇和町の福祉施設入所児童からのお礼状）

0

下
嵯
峨
谷

〇
橡
之
木
瀬

今
後
共
夫
婦
相
和
し
て
後
輩
の
良

き
手
本
と
し
て
益
々
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

【
今
年
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
】

〇

協

生

谷

本

恒

雄

キ
ク
ヨ

高

倉

勝

長

セ
イ
ヲ

台
本
登
起
雄

ツ
ギ
ェ

竹

本

義

行

ユ
キ
ヱ

和
気
不
二
夫

マ
サ

渡

辺

藤

常

ス
ミ
ヱ

上
野
光
太
郎

キ
ク

0

下
鹿
野
川

ヽ
0
4
 
゜小 ヽ

o
l
j
 

藪 藪 藪

佳作の「箕」

堀
尾
末
子
さ
ん
に
金
賞

第
一
五
回
老
人
趣
昧
の
作
000
展

県
募
金
会
長

中
央
募
金
会
長

◎
福
祉
施
設
へ
入
所
し
て
い
る
人

◎
寝
た
き
り
の
人

◎
低
所
得
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
人

◎
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
福
祉
施
設

※
大
口
寄
附
者
に
は
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

す。
一
万
円
以
上

五
万
円
以
上

去
る
十
一
月
十
六
日
か
ら
十
九
日

の
間
、
東
宇
和
郡
野
村
町
で
開
催
さ

れ
た
老
人
趣
味
の
作
品
展
で
、
川
柳

の
部
に
出
品
さ
れ
た
大
谷
の
堀
尾
末

子
さ
ん
の
作
品
が
見
事
金
賞
（
知
事

賞
）
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
協

生
・
坪
田
嘉
儀
さ
ん
の
「
箕
」
が
佳

作
に
入
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
作
品
展
に
は
‘
十
六
人
の
方
が

ら
二
十
二
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

金
賞
（
知
事
賞
）
作
品

一
芸
は
よ
さ
こ
い
だ
け
の

土
佐
生
れ

．．
 
l-
曇
J-

ャ＇姥
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羹魯9窓詈辱届痙岳臀笈翌ー 1 雲99在醤屈ぷi屋箪は

瓜建裔 方 と 婦会 さ畑徹だ別し流咲れじ―
大務大

？畠閃 が京 会は、感れ光二い町たとき参め回で阪都ム出
＿囲大京川が阪課野 出 =川

出阪館 じて子氏て民゜親‘加て目す．．景席
出 長 町 席 東館 会

ま長役 席神 に十でぉさといに 睦なさののが兵奈阪し
張・長 さ 京 に は

ま中上． れ 会 中 十
＝大ー りん‘るな がごれ方方‘庫良神 の田久 て‘野月

fつ佐農 れ‘ 越 月 } ? ‘ が 大 五 つ な や 話 ‘ ‘ 前 と ・地が山企保 ‘ 東 忠 十
て久協 て東譲十て交特阪十て さかにそ今年広滋区て口画田 開 海 志 三

大
阪
・
東
京
て

肱
川
会
を
開
催

, t 
;. -

京阪神肱川会総会

特
に
役
員
さ
ん
か
ら
の
要
望
で
、

町
の
特
産
品
で
あ
る
、
乾
し
い
た
け
、

み
そ
、
ひ
し
お
、
文
楽
も
な
か
、
よ

も
ぎ
カ
リ
ン
ト
ウ
、
な
ど
一

0
0余

品
を
持
参
し
、
即
売
し
ま
し
た
。
な

か
で
、
ひ
し
お
・
キ
ュ
ウ
リ
粕
漬
．

よ
も
ぎ
カ
リ
ン
ト
ウ
な
ど
、
ふ
る
さ

と
の
手
造
り
品
に
人
気
が
あ
り
大
好

評
で
し
た
。

両
地
区
と
も
、
本
年
八
月
に
行
な
っ

た
特
別
町
民
の
集
い
を
中
心
と
し
た
ス

ラ
イ
ド
「
肱
川
」
を
見
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
肱
川
の
移
り
変
り
を
熱

心
に
見
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
生

れ
た
郷
里
の
こ
と
、
お
父
さ
ん
•
お

母
さ
ん
・
ご
兄
弟
の
こ
と
な
ど
回
想

さ
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

総
会
行
事
後
の
懇
親
会
で
は
、
肱

ヽ

川
の
名
酒
「
養
老
」
を
飲
ん
で
い
た

だ
き
な
が
ら
話
は
は
ず
み
、
ア
ッ

と
い
う
間
に
時
間
は
過
ぎ
て
ゆ
き
ま

し
た
。
終
り
に
、

兎

追

い

し

か

の

山

小
鮒
釣
り
し
か
の
川

夢
は
今
も
め
ぐ
り
て

4
 

10
月

10
日
「
ふ
る
さ
と
の
香
り
」

心
は
ず
む
開
箱

大
阪
府
枚
方
市

松

下

富

美

子

特
別
町
民
か
ら
の

ぉ
忘
れ
が
た
き
ふ
る
さ
と

そ
う
で
す
「
ふ
る
さ
と
」
で
す
。

全
員
で
合
唱
で
す
。

「
ま
た
来
年
も
会
い
ま
し
ょ
う
」
「
お

元
気
で
」
「
さ
よ
う
な
ら
」
と
名
残
り

は
つ
き
ず
、
盛
会
の
う
ち
に
終
り
ま

し
た
。会

貝
皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
幸
福
を

願
っ
て
…
…
。
お
元
気
で
。

特
別
町
民
の
方
か
ら
「
ふ
る
さ
と

の
香
り
」
の
こ
と
や
、
あ
れ
こ
れ
連

絡
が
あ
り
ま
す
。
交
流
の
輪
を
広
げ

て
い
た
だ
く
た
め
、
そ
れ
を
原
文
の

ま
ま
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＇が泰ら ・4"

士
止＼ ・饂`｀ ..．冒`.譴，ヨ

東京地区肱川会総会

着
。
心
楽
し
く
開
箱
い
た
し
ま
し
た
。

此
の
度
も
色
々
と
心
の
こ
も
っ
た
品

品
お
送
り
頂
き
ま
し
て
有
難
う
ご
ぎ

い
ま
す
。
見
事
な
栗
沢
山
送
っ
て
頂

き
又
「
い
が
つ
き
」
に
は
感
嘆
い
た

し
ま
し
た
。
新
米
も
早
々
と
賞
味
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

次
回
お
正
月
用
品
も
今
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
私
共
今
の
と
こ

ろ
榊
・
輪
じ
め
・
つ
る
の
葉
は
不
要

で
す
の
で
何
か
他
の
物
を
お
願
い
し

た
く
思
い
ま
す
。

箱
を
開
け
て
次
々
と
出
て
く
る
品

を
見
る
と
心
の
温
ま
る
思
い
が
し
ま

す
。
来
年
も
又
お
願
い
す
べ
<
、

10

月

11
日
振
替
に
よ
る
送
金
を
致
し
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

皆
々
様
の
ご
健
康
と
今
後
益
々
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

か
し
こ

”
ふ
る
さ
と
の
香
り

“
1
0月
10
日
16

時
ご
ろ
受
領
し
ま
し
た
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

一
、
就
職
又
は
勉
学
の
為
、
遠
く
郷

里
を
離
れ
て
下
宿
し
て
い
る
子
ど
も

が
、
ふ
る
さ
と
の
母
か
ら
の
小
包
便

を
受
取
っ
た
よ
う
な
感
じ
…
…
。

二
、
広
報
肱
川
を
読
ん
で
、
町
の
よ

う
す
か
よ
く
解
り
ま
す
。
私
も
肱
川

町
鹿
野
川
に
は
、
兵
役
時
代
か
ら
い

ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
‘
縁
か
深

い
の
で
す
か
、
私
の
実
の
郷
里
と
同

じ
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

兵
役
時
代
、
鹿
野
川
に

山
口
県
宇
部
市

植

田

正

太

郎

前

略い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
ふ
る

さ
と
の
香
り
か
着
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

荷
物
の
中
を
見
る
の
か
、
と
っ
て

も
つ
れ
し
く
て
、
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

何
ん
だ
か
子
供
み
た
い
で
す
ね
。

今
回
は
‘
い
が
つ
き
栗
が
入
っ
て

い
ま
し
た
の
で
、
子
供
は
大
喜
び
で

学
校
の
教
材
に
持
っ
て
行
き
、
私
は

先
ず
栗
ま
ん
じ
ゅ
う
を
ひ
と
口
…
…

幸
せ
、
又
体
重
が
気
に
な
り
そ
う
。

今
さ
ら
な
ん
の
そ
の
、
お
い
し
い
物

を
食
べ
て
い
る
時
は
幸
せ
な
気
分
に

な
り
ま
す
よ
ね
。

箱
を
開
け
て
、
添
加
物
の
入
っ

て
い
な
い
、
安
心
で
き
る
物
を
い
つ

も
考
え
て
頂
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

゜
、
7

こ
れ
か
ら
も
、
ふ
る
さ
と
の
味
、

香
り
の
す
る
物
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
皆
様
も
ご
苦
労
で
し
ょ
う
か

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
ま
せ
。

埼
玉
県
戸
田
市

東

田

秀

行

い
が
つ
き
栗
に

子
供
が
大
喜
び

三
、
ふ
る
さ
と
会
員
同
志
の
横
の
つ

な
が
り
か
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

年

4
回
発
送
の
都
度
、
会
員
の
名

簿
と
か
出
身
地
、
自
由
投
稿
、
そ
の

他
、
本
紙
の
よ
う
な
交
流
落
書
的
な

も
の
。

四
、
ふ
る
さ
と
肱
川
の
香
り
で
ア
メ

の
ウ
オ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
？
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農産物品評会場（農林会館）

第
一
回
・
肱
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

は
、
去
る
十
一
月
二
十
三
日
・
ニ
十

四
日
の
両
日
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

農
協
で
は
、
農
産
物
品
評
会
、
肱

川
町
の
農
業
の
現
状
等
を
パ
ネ
ル
図

表
に
し
展
示
、
電
化
製
品
及
び
、
シ

ル
ク
、
シ
ル
ッ
ク
の
展
示
即
売
を
し

た
。
又
、
祭
り
に
ふ
さ
わ
し
く
、
う

ど
ん
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
う
ど
ん
の
食

べ
放
題
、
焼
肉
コ
ー
ナ
ー
で
は
食
べ

て
見
て
の
良
質
肉
の
即
売
を
す
る
な
り

又
農
機
具
の
展
示
即
売
を
実
施
し
た
。

農
産
物
品
評
会
で
は
、
野
菜
・
果

樹
・
穀
物
等
―

二
三
点
が
出
品
さ

二

等

野

菜
果

実

穀

類計

五
点

四
点

三
点

―
二
点

れ
、
審
査
に
は
、
大
洲
普
及
所
・
大

洲
食
糧
事
務
所
の
各
先
生
方
に
お
願

い
を
し
採
点
を
し
て
頂
い
た
。
そ
の

結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一

等

野

菜

三

点

果

実

三

点

穀

類

二

点

計

八

点

馳
川
ぷ
れ
富
い
蒙
つ
り

1

1

魯
命
侶
⑲
侶
I

I

又
、
う
ど
ん
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
食

べ
放
題
と
あ
っ
て
小
学
生
か
ら
大
人

ま
で
多
勢
の
人
が
食
に
来
て
頂
き
、

大
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
結
局
両
日
で

の
べ
八

0
0
人
前
は
食
べ
て
も
ら
っ

た
勘
定
に
成
り
ま
し
た
。

し
か
し
今
回
の
主
旨
に
町
民
全
員

が
思
を
寄
せ
て
、
肱
川
町
の
む
ら
お

こ
し
を
考
え
産
品
づ
く
り
に
地
域
の

活
性
化
を
は
か
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

今
年
度
の
生
栗
出
荷

は
、
八
月
二
七
日
を
皮

切
り
に
出
荷
が
始
ま
っ

た
が
、
玉
ぶ
と
り
の
す

る
大
切
な
時
期
に
降
雨

量
が
少
な
く
、
予
想
を

し
て
い
た
生
産
量
か
ら

は
る
か
に
下
廻
っ
た
。

去
る
十
一
月
十
六
日

に
栗
同
志
会
支
部
長
会

を
開
催
し
今
年
度
の
栗

の
精
算
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
た
。

出
荷
量
で
は
、
当
初

目
標
の
約
五
九
％
で
三

五
三

t
強
だ
っ
た
。
価

格
に
あ
っ
て
は
平
均
二

七
六
円
九
六
銭
で
、
肱

川
の
生
産
状
況
か
ら
見

て
あ
ま
り
価
格
の
方
も

良
い
方
で
は
な
か
っ
た
。

”]巣出藉完Iす修”
仰仰修修彰修修仰彫彫仰彫修紗仰彫修彫

＿

等

野

菜

果

実

穀

類t
 

―――-
P
 

六
点
八

六
点

六
点

二
0
点

（表 1) 60年産生栗販売数量 （単位．・ kg)

販売先 3L 2L L M s 割栗 虫栗 合計

現金売 1,204 1,219 152 105 550 356.5 254 3,840.5 

送り状売 2,306 756 1,112 37 219 105 4,535 

市場 71,170 112,4岱 fi6,619 25,995 9,890 110.5 9,064 295,333.5 

缶づめ 3,960 17,200 3,640 24,800 

加工場 5,040 10,260.6 1,160 2,148 49 18,657.6 

合 計 74,680 123,460 95,343.6 30,937 10,440 2,834 9,472 347,166.6 

％ 21.5% 35.6% 27.5% 8.9% 3.0% 0―.8% 2.7% 100% 

（表2) 地区別出荷状況

支部名 目標 実績 昨年 目標対 昨年対 件数

鹿 野川 54,630 28,320.8 45,992.6 51.8 61.6 50件

小 藪 69,030 29,680.6 58,089.2 43.0 51.0 58件

中 野 18,360 8,295.9 15,510.8 43.0 53.5 24件

大和・肱栄 66,780 51,955.1 56,204.1 77.8 92.2 33件

岩 谷 47,900 25,592.4 40,753.2 53.4 62.8 39件

中 津 14,140 9,045.0 11,787.6 64.0 76.7 19件

宇和 川 154,860 83,931.2 130,219.1 54.2 64.4 144件

大 谷 92,940 67,219.6 78,101.6 72.3 86.0 126件

予子林 81,360 49,407.8 68,370.6 60.7 72.3 95件

合計 600,000 353,448.4 505,028.8 58.9 70.0 588件

・省辛• ●饂／量●鼻信遍
串
哀
卑
国
皿
四
襄
回
守

素くり韓尋飢9

農協のク〇一）＂定期積金

をが十 をもの員 要くり と万
おお一年は‘金おこが成ま昭な円肱
願願日末か肱融よの迫つず烈つの川
いいの総ら川機びよらてかハて早農
しに二ざね農関地うれ参‘十頑期協
ま上日らば協と域なてり金年張必貯
すり間いな年し住中おま融もつ達金
゜ま皆はら末て民でりす自静てに年
すさ‘な貯責に農ま゜由かおむ末
゜ん十い金任役協す資化にりか目
よの二゜目を立信゜金の終まつ標
ろご月 標果つ用 充波ろすて三
し家三 のた‘事 実はう゜役十
＜庭十 早す地業 確次と 職三
ごに日 期た域は 保第し 員億
協職と 達め 密組 のにて
力員三 成に着合 必高お 体千
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施
肥
時
期
は

3
1
4月
が
適
当

オ
、
施
肥

エ
、
植
付
け
時
期

一
、
人
工
造
林

ア
、
苗
木
の
処
理

苗
木
の
根
切
り
は
、

20
ー
25cm
、

地
上
部
は
、

10
ー
30cm
程
度
残
し
て

切
り
と
る
。

イ
、
植
付
本
数

材
積
成
長
‘
伐
株
の
枯
損
率
‘
良

質
原
木
の
確
保
と
生
産
量
の
維
持
等

を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
ha
当
た
り

虞
ー
遭
本
が
適
当
。

ウ
、
植
付
け

植
穴
は
で
き
る
だ
け
大
き
く
深

＜
、
（
径

30cm
・
深

30cm)
掘
り
、
地

上
部
の
幹
が

3
1
4
c
m
地
中
に
入
る

よ
う
深
植
え
、
て
い
ね
い
植
え
と
す

る。
春
植
え
は

2
月
下
旬

1
3月
、
秋

植
え
は

10月
上
旬

1
1
1
月
上
旬
が
適

期
で
あ
る
が
、
一
般
に
は
春
植
え
が

安
全
で
あ
る
。

カ
、
下
刈
・
つ
る
切

で
あ
る
が
、
新
植
地
は
活
着
を
確
か

め
て
か
ら
施
用
す
る
。

幼
齢
期
は
、
環
状
施
肥
、
中
齢
期
、

主
伐
前
は
、
下
刈
を
し
た
後
、
バ
ラ

マ
キ
施
肥
と
す
る
。
い
ず
れ
も
連
年

施
用
の
場
合
は
、
前
年
の

2
割
増
し

と
す
る
。

肥
料
の
種
類
は
、
森
林
用
化
成
肥

料
と
緩
効
性
肥
料

(
I
B
D
u
、
I

B
化
成
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
肥
料
等
）

が
あ
る
。
な
お
、
名
荷
谷
で
、
林
業

試
験
場
が
肥
培
試
験
を
実
施
中
で

す。
下
刈
は
、
新
植
年
は
一
回
、

2
1

3
年
目
は
年
二
回

(
6月
上
旬
と

7

月
中
旬

1
8月
上
旬
）
、
そ
の
後

6
1

7
年
目
ま
で
年
一
回

(
6月
上
旬
ー

7
月
上
旬
）
必
ず
実
行
す
る
。

つ
る
切
は
‘
つ
る
を
地
際
か
ら
切

る
よ
う
に
す
る
。

キ
、
枝
打
ち

力
枝
が
発
達
し
、
隣
接
木
を
被
圧

し
た
り
、
樹
形
を
悪
く
す
る
枝
は
、

適
宜
手
の
と
ど
く
程
度
ま
で
枝
打
ち

す
る
と
よ
い
。
枝
打
ち
の
林
齢
は
‘

5
1
6
年
生
時
に
実
施
す
る
。

元
愛
媛
大
学
助
教
授

金

子

＊
ク
ヌ
ギ
林
の
造
成
に
つ
い
て

章

第
四
回
林
業
教
室

ク
、
台
切
り

樹
形
が
悪
い
木
や
、
主
幹
が
は
っ

き
り
し
て
い
な
い
木
は
、
生
長
休
止

期
間
中

(
3月
）
に
台
切
り
す
る
。

林
齢
は
、

3
1
6年
生
の
間
に
行
う
。

台
切
り
の
高
さ
は
、
低
い
方
が
萌
芽

生
長
が
良
い
。

な
お
、
台
切
り
と
同
時
に
施
肥
を

す
る
と
効
果
的
で
あ
る
。

伐
採
の
時
期
は
、
萌
芽
更
新
を
考

え
る
と

2
月
下
旬
ー

3
月
下
旬
で
あ

る
が
、
シ
イ
タ
ケ
原
木
と
し
て
は
‘

10月
下
旬
か
ら
と
な
る
。

伐
採
方
法
は
、
傾
斜
地
で
は
山
側

の
地
際
か
ら
伐
り
、
切
り
口
は
な
る

べ
く
平
滑
に
し
、
谷
側
に
や
や
傾
斜

さ
せ
る
方
法
が
良
い
。
伐
倒
方
向
は
‘

山
の
上
方
に
倒
す
と
葉
枯
し
が
良

好
で
、
玉
切
り
や
搬
出
の
能
率
が
良

、。し二
、
萌
芽
更
新

ア
、
萌
芽
の
特
性

萌
芽
の
生
長
は
、
伐
採
高
が
低
い

ほ
ど
良
く
‘
伐
根
直
径
は
、
同
林
齢

で
は
大
き
い
ほ
ど
良
い
。
萌
芽
力
は
‘

伐
採
樹
齢
が
若
い
ほ
ど
強
い
。

株
減
り
は
、
根
株
か
ら
萌
芽
し
な

い
も
の
と
萌
芽
後
、
枯
死
す
る
も
の

で
、
林
齢
・
伐
採
回
数
・
環
境
条
件

等
に
よ
っ
て
異
な
る

イ
、
株
減
り

ケ
、
伐
採

年植本数と必要原木林面積

要原木林面積
年植本数（個数） 備 考

コナラ クヌギ

3,000本（ 6万個） 12.2 0 5.6 0 ha当たり収穫量 原本利用率

コナラ 7 Om' 70% 
5,000本(10万個） 2 0.4 0 9.4 0 クヌギ 100m' 80% 

7,000本(14万個） 28.6 0 1 3.1 0 伐 期

コナラ 20年
1m'=100本•10,000 本(2 0万個） 4 0.8 0 18.8 0 クヌギ 15年

健
全
な
株
が
、

10
ア
ー
ル
当
た
り

250
株
以
上
保
持
で
き
る
よ
う
補
植
に

努
め
る
。

補
助
は
、

3
年
生
く
ら
い
の
大
苗

を
用
い
、
被
圧
さ
れ
な
い
よ
う
連
年

施
肥
と
早
期
下
刈
を
行
う
。

、1
,a
 

h
 

位単

資料： 日本きのこセンター

ウ
、
補
植

株
減
り
率
は
、

10130
％
と
い
わ

れ
て
い
る
。

ほだ場の相対照度

相対照度（％） ほだ 場 の 状 態

2 6 以 上 光が多すぎる

10 ~ 2 5 適（下草が生えている）

〔15~20〕 最 適

5 ― →  ， やや暗い

4 以 下 暗すぎる

資料：日本きのこセン、ター

伐
採
位
置
は
、

3
代
目
か
ら
前
回

伐
採
点
の
上
部
と
す
る
。

カ
、
伐
採

オ
、
芽
か
き
（
萌
芽
の
整
理
）

新
植
に
準
じ
、
て
い
ね
い
に
行
う
。

早
期
の
下
刈
が
重
要
で
あ
る
。

芽
か
き
は
、

2
ー
4
年
目
の
台
風

シ
ー
ズ
ン
後
か
ら
始
め
、
数
年
間
で

1
1
2回
行
う
。
早
く
行
う
と
虫
害
、

風
害
等
で
失
敗
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

二
本
立
に
す
る
場
合
は
、
ア
バ
レ
木

と
劣
勢
木
を
順
次
除
去
し
、
同
じ
大

き
さ
の
も
の
を
残
す
。
萌
芽
は
、
で

き
る
だ
け
地
際
の
生
長
力
の
旺
盛
な

も
の
を
育
て
る
。

な
お
、
二
代
目
は
で
き
る
だ
け
‘

一
本
立
ち
と
す
る
。

工
、
下
刈
り
・
つ
る
切
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優良材生産は直材づくりから．I 椎茸生産はクヌギ林造成から．I

肱川土場木材相場表 第396回昭和60年11月18日
県森連市より （単位オ当り：円）

ス ギ ヒノキ マ、ソ
長 さ 未口径 そ の他

チョ ク マカ’リ チョク マガリ

7cmr 本 255 本・63 本 323 本 63 松パルプ

8cm上 48 23 74 33 未口 6cm上
4 m  13cm.l:. 50 34 109 71 18cm上 71 長さ 2m

18cmJ:. 69 116 24cm上 74 33円
30cm.1:: 109 215 30cm上 92

雑パルプ
7cm •下 本 85 本 19 本 本 19 未口 6cm上
8cm....1:. 38 27 52 28 長さ 2m

3m  
11 cm J:. 38 27 78 28 41円
13cmに） 74 126 18cm..l:.64 
13cm{jQ 102 180 24cmJ:: 67 ，，<リ木ォ

18cm....c 55 102 30cm上 74材（松・杉・桧）
未口 3-6cm 

7cmrご 本 42 本 7 本 42 本 7 長さ 2m

2 m  
8cmJ:. 25 15 25 15 1本 71円
16cmJ:::. 39 15 49 22 13cmJ:: 33 
30cm」ニ 57 109 30cmJ: 33 松ハリ材

16cm-22cm 

6m  
13cmに．） 70 183 3m 64円
13cm(m 95 295 4m 79円

特選
13cmに） 127 190 5m 92円

13cm(m 250 512 6m 85円

足場 lm当り25-150円 尺当り 8-50円 1等材

1蒲考
杉・桧材は、柱・中目板を中心に売れゆき好調にて強保 合 推 移 す

るも、松・杉は出荷量の増加に伴いやや値下りする。

I肱川町森林組合乾椎茸相場表I
1.市売日……昭和60年 11月26日

1. 販売数量…••67 ケース l,287.5kg 

1.数量内容及ぴ平均単価

巳1.銘柄別価格

その 他

1 3. 5 

1. 0 

1,900 

銘 杓i 単 価i 銘 朽丙 単 価

大 厚 9,800 ドンコ小 3,800 

中厚上 特用大葉 4,500 

中厚並 6,450 大パレ 4,100 

小 厚 4,130 特用中葉 3,800 

大ウス 6,700 中パレ 3,500 

中ウス上 特用小葉 3,050 

中ウス並 5,950 4ヽ ノ<レ 2,580 

4、ウス 3,610 変形大

ジャミウス 2,750 変形小

ドンコ大 7,600 色 落 1,900  

ドンコ中 6,150 コーコ 9,890 

秋
冬
野
菜
の
収
穫
が
終
了
す
れ
ば

一
番
大
切
な
土
づ
く
り
の
時
期
と
な

り
ま
す
。

土
づ
く
り
の
第
一
は
、
有
機
質
堆

肥
の
施
用
で
す
。

春
夏
野
菜
の
優
秀
な
方
は
、
冬
季

に
堆
肥
を
施
用
し
て
土
と
よ
く
駆
染

ま
せ
て
い
ま
す
。

有
機
質
堆
肥
は
種
類
に
よ
っ
て
施

用
基
準
が
あ
り
ま
す
。

種

類

十

｛

い

施

用
量

オ

ガ

ク

ズ

牛

ふ

ん

三

ト

ン

オ

ガ

ク

ズ

豚

ふ

ん

一

卜

．／
五
百

け

い

ふ

ん

一

ト

ン

バ

ー

ク

堆

肥

一

トン

ワ

ラ

堆

肥

ニ

トン

以
上
の
基
準
を
参
考
に
し
て
施
用

し
て
下
さ
い
。

乱哀目迅圏且国阻國囮直号l

野
菜
畑
の
土
づ
く
り

有
機
質
が
土
の
中
で
醗
酵
し
土
と

馴
染
む
期
間
は
約
一
ヶ
月
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

冬
期
は
地
温
が
低
い
た
め
ニ
ヶ
月

は
必
要
と
な
り
ま
す
。

有
機
質
の
施
用
後
、
反
当
り
苦
土

石
灰
百
キ
ロ
燐
酸
肥
料
で
あ
る
熔

燐
ま
た
は
、
過
燐
酸
石
灰
を
四
十
キ
。

を
施
用
し
ま
す
と
有
機
質
の
分
解
促

進
と
土
譲
の
改
良
と
な
り
ま
す
。

次
に
、
土
壌
の
深
耕
が
重
要
な
作

業
と
な
り
ま
す
。

耕
起
に
よ
っ
て
心
土
を
少
し
で
も

掘
り
上
げ
、
作
土
を
深
し
野
菜
の
根

が
伸
び
る
様
に
し
ま
す
。

夏
秋
き
ゅ
う
り
の
栽
培
予
定
地
は

有
機
質
堆
肥
は
基
準
よ
り
多
目
に
施

用
し
て
下
さ
い
。

漏れたガスを検知して、

危険のせまっている事をプ

ザーが鳴って知らせます。

取り付けは農協ヘ

¥4,000 

r高圧ガス保安協会」

檜定合格品
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栗 ＿
‘
ユ
ズ
の
害
虫
防
止

収
穫
後
樹
勢
が
回
復
し
て
か
ら
、

ヤ
ノ
ネ
や
イ
セ
リ
ア
等
の
カ
イ
ガ
ラ

ム
シ
類
を
主
体
に
防
除
す
る
時
は
マ

シ
ン
油
の
四

0
倍
、
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

を
主
体
に
防
除
す
る
場
合
は
六

0
倍

液
を
散
布
し
て
越
冬
虫
を
防
除
す
る
。

マ
シ
ン
油
は
他
剤
と
異
な
り
、
オ

イ
ル
の
膜
で
物
理
的
に
窒
息
死
さ
せ

る
の
で
直
接
虫
に
か
か
ら
な
い
と
効

果
が
劣
る
の
で
、
て
い
ね
い
に
む
ら

な
く
散
布
す
る
こ
と
か
大
切
で
す
。

一
、
栗
の
害
虫
防
除

1

近
年
カ
ツ
ラ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム

シ
に
よ
る
被
害
が
多
く
な
り
、
樹
勢

が
衰
弱
し
た
り
、
枯
死
に
い
た
る
園

か
拡
大
し
て
い
る
の
で
、
園
を
よ
く

見
廻
っ
て
、
発
生
園
は
十
二
月
に
マ

シ
ン
油
の
二
五
倍
液
を
ム
ラ
な
く
て

い
ね
い
に
散
布
し
て
早
期
防
除
に
努

め
樹
勢
回
復
を
図
っ
て
下
さ
い
。

2

ク
ス
サ
ン
の
被
害
を
受
け
た
園

は
特
に
、
園
を
見
廻
わ
り
、
主
幹
や

大
き
な
枝
に
卵
を
見
つ
け
た
ら
採
収

し
て
越
冬
卵
を
な
く
し
て
、
五
月
の

幼
虫
発
生
を
防
止
し
、
葉
の
食
害
を

ゆ
す

一
、
日
当
イ
の
整
枝
せ
ん
定

ー
、
日
当
た
り
を
よ
く
す
る

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
収
穫
後
貯
蔵

し
て
出
荷
す
る
作
物
で
す
か
ら
、
日

照
時
間
の
長
い
、
日
当
た
り
の
よ
い

園
で
、
適
正
な
せ
ん
定
を
す
る
こ
と

に
よ
り
初
め
て
貯
蔵
性
に
富
ん
だ
大

玉
果
が
生
産
さ
れ
ま
す
。

2
、
せ
ん
定
の
基
本

①
時
期
は
十
二
月
上
旬
か
ら
二
月

上
旬
頃
に
行
な
う
と
よ
い
。

③
整
枝
の
樹
形
は

一
文
字
整
枝
か

適
当
で
す
。
二
本
主
枝
、
亜
主

枝
八

i
-
0
本
、
亜
主
枝
上
に
三

ー
四
本
の
側
枝
を
置
き
、

一
樹
に

1
0
0本
位
の
結
果
母
枝
を
着
け

る
。

③
側
枝
は
古
く
な
る
と
強
い
結
果

枝
が
得
ら
れ
ず
、
大
果
生
産
か
む

ず
か
し
く
な
る
の
で
、
切
り
返
し

や
、
間
引
き
で
、
充
実
し
た
発
育

枝
を
発
生
さ
せ
ま
す
。

④
結
果
母
枝
は
節
間
が
短
か
く
‘

芽
の
ふ
く
ら
ん
だ
前
年
の
発
育

枝
と
前
年
結
実
し
た
結
果
枝
で
生

長
の
よ
い
も
の
を
、
八

i
-
0
節

位
を
使
い
ま
す
。

固
母
枝
の
密
度
は
三
・
三
平
方
メ
ー

ト
ル
に

一
0
本
位
あ
れ
ば
充
分
で

す。

（図 1)主枝の仕立て方

（図 2)一文字整枝(2年目）

春梢使用

およぴ棚に登ってから60cm

での簸籠ヵ≫ら出る副梢は全

取る

•— -6. 0 9 m'. 3. 0 m ~ 

キ
ウ
イ

（図 4)冬季のせん定の完成樹形の一例

土翠深〗ー『m
三--,テ《卜j

I鳳

主枝＝ 2本。亜
側枝＝28本。1亜主枝に 3~4本。
母技＝98本。 1側枝に 3~4本。

（図 3)一文字整枝(3年目）

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

な
く
す
る
。

⑥クワシロカイガラム‘ンか発

生している園では、樹勢が悪

くなりますので、マシン油乳

剤の一五倍液で防除して下さ
、。し

m整枝せん定の実際

中尾野月正子予林 小 大 1 月1 月1 1 
3月10 2月19 2月18 2月13 2月12 2月11 1月16 1月14 1月13 月91 月81 月7 1 ・ L 

津山藪 谷 p月 17 10 醤油 月.. ... ・ガ 日日 日日日日日日日日日日日日

小岩居谷中大駄 汗 肱 ス 倹圏 （木） （水） （灼（木） （水） （灼（木） （灼（月） （木） （7灼（火）

宇小旦

倫1倉7休3困1谷60 ） 仕倹2105 ） 休2伶馬94 2（（生7灼月0） 2休2） （（栄16月月3）） 達配定予日

大岩宇宇津中野尾月大岩宇字津中野尾月
和藪 谷谷和和． 谷 谷和 和．
川．予

方岩定

面谷 日 面 面北 南 面面北南
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大
谷
小
学
校
P
T
A
と
正
山
小
学
校

P
T
A
で
は
、
毎
年
お
互
い
の

P
T
A

を
訪
問
し
あ
っ
て
交
流
を
続
け
て
い
ま

す
。
今
年
で
五
回
目
を
迎
え
、
十
一
月

二
十
一
日
大
谷
小
学
校
で
交
流
会
を
開

き
ま
し
た
。

大
洲
市
教
育
委
員
会
の
少
年
補
導
セ

ン
タ
ー
所
長
の
深
井
正
人
先
生
を
お
迎

え
し
、
「
青
少
年
健
全
育
成
と
両
親
の
役

割
」
と
題
し
て
、
少
年
非
行
問
題
の
実

態
や
親
と
し
て
の
心
が
ま
え
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

自
己
紹
介
や
お
互
い
の
活
動
の
状
況
、

悩
み
な
ど
話
し
合
い
、
交
流
会
を
終
り

ま
し
た
。

次
は
、
講
演
の
概
要
で
す
。

製
品
を
作
る
製
造
元
に
は
‘
責
任
が

あ
る
よ
う
に
、
子
育
て
の
責
任
者
は
親

で
あ
る
。
そ
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
。

青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の
組
織
や

団
体
は
数
多
く
あ
り
、
連
携
は
と
ら
れ

て
い
る
が
、
組
織
上
の
こ
と
に
な
っ
て

い
な
い
か
。
こ
れ
を
構
成
し
て
い
る
一

人
一
人
の
姿
勢
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の

網
の
目
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
中

か
ら
、
水
が
こ
ぼ
れ
る
よ
う
に
非
行
は

年
々
増
加
し
て
い
る
。
低
年
齢
化
し
て

い
る
こ
と
、
女
子
非
行
の
増
加
の
傾
向

が
大
洲
署
管
内
で
も
出
て
い
る
。
特
に

子育ての責任者は親…

せ
っ
盗
な
ど
‘
遊
ぴ
や
好
奇
心
、
ス
リ

ル
を
求
め
て
問
題
を
お
こ
し
、
「
み
ん
な

で
や
っ
た
ら
…
…
」
と
い
う
考
え
で
、

罪
の
意
識
が
薄
い
。

今
、
一
番
の
問
題
は
中
学
生
で
あ
る
。

中
学
生
に
な
る
と
、
素
直
さ
が
な
く
な

り
、
反
抗
的
に
な
る
、
不
安
定
な
要
素

が
あ
る
。
特
に
問
題
を
持
っ
て
お
る
子

供
の
共
通
し
た
点
は
、
身
体
的
に
は
成

長
し
て
い
る
が
、
精
神
的
に
遅
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

0
考
え
方
が
遅
れ
て
い
る
。

〇
耐
え
る
力
が
な
い
。

0
自
分
を
大
事
に
す
る
気
持
が
な
い
。

0

ル
ー
ル
に
対
す
る
考
え
が
甘
い
。

0

つ
っ
ぱ
り
た
が
る
（
自
分
の
存
在
の

値
う
ち
を
出
そ
う
と
す
る
。
）

大
谷
J
J
P
T
A
蕊
芦
臨
正
山
J
J
P
丁

A
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い
じ
め
の
問
題
で
は
、
信
頼
関
係
が

大
切
で
あ
る
。
先
生
と
生
徒
、
親
と
子

な
ど
…
…
。
子
供
は
敏
感
に
な
っ
て
お

り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
い
じ
め

と
感
じ
る
。
周
囲
の
姿
勢
が
大
事
で
あ

る。
今
‘
遊
び
が
な
い
と
い
う
事
が
あ
り
、

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
く
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
あ
り
余
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
違

う
、
い
い
方
向
へ
転
換
さ
せ
る
こ
と
で

あ
る
。
友
達
が
悪
い
と
い
う
考
え
の
親

が
多
い
と
き
い
て
い
る
が
、
そ
の
姿
勢

が
問
題
で
あ
る
。
や
は
り
、
子
供
達

一

人
一
人
の
適
性
、
天
分
を
生
か
し
て
や

る
こ
と
で
あ
る
。

健
全
な
子
ど
も
は
‘
健
全
な
家
庭
か

ら
で
あ
り
、
そ
の
要
件
と
し
て
は
…
…

0
夫
婦
の
絆
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
お

互
い
に
自
分
か
ら

「
ご
め
ん
」
と
言

え
る
心
を
持
つ
こ
と
。
夫
婦
の
仲
か

悪
い
と
子
ど
も
の
心
に
よ
い
芽
は
育

た
な
い
。

〇
親
子
の
絆
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

特
に
父
親
は
、
い
つ
も
口
に
は
出
さ

な
い
が
、
心
の
中
で
は
子
供
の
将
来

の
進
路
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
こ
と

を
感
じ
と
ら
せ
る
こ
と
。

健
全
な
子
供
を
育
て
る
た
め
に
は
…
…

0

口
ま
め
で
あ
る
こ
と
。

お
し
ゃ
べ
り
上
手
（
口
害
）
の
こ
と

で
は
な
い
。

0
今
の
子
供
は
、
す
じ
の
通
っ
た
話
が

不
得
意
で
あ
り
、
も
っ
と
し
っ
か
り

し
た
本
を
読
ま
す
こ
と
。

日
常
の
食
生
活
で
、
も
っ
と
か
み
く

だ
＜
訓
練
を
さ
せ
る
こ
と
。
（
あ
ご
の

酔
っ
た
酔
っ
た
と
い
う
人

は
酔
っ
て
い
な
い
、
俺
は
酔
っ

て
い
な
い
素
面
だ
と
い
う
人

は
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い
る
。

朝
家
を
出
る
と
き
、
手
紙

を
か
ば
ん
に
入
れ
て
出
か
け

た
が
、
ポ
ス
ト
に
入
れ
る
の

を
忘
れ
て
、
そ
の
ま
ま
持
っ

て
帰
っ
た
り
、
頼
ま
れ
た
伝

言
を
忘
れ
た
り
す
る
こ
と
が
重
っ
て

く
る
と
、
俺
も
遂
に
、
ぽ
け
老
人
の
仲

間
入
り
か
な
と
悲
観
す
る
人
が
い
る
。

し
か
し
、
そ
ん
な
人
は
単
な
る
度

忘
れ
で
あ
り
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
で
あ

る
。
ほ
ん
と
う
の
「
ぽ
け
」
と
は
‘

考
え
る
力
や
判
断
す
る
力
が
減
退
す

る
こ
と
で
あ
り
、
先
ほ
ど
の
よ
う
に
‘

発
達
し
て
い
る
者
は
‘
辛
棒
づ
よ
く

て
意
志
が
強
い
）

0
手
（
筆
）
ま
め
で
あ
る
こ
と

箸
や
刃
も
の
を
正
し
く
使
え
な
い
子

供
が
と
て
も
多
い
。

自
分
の
意
志
を
手
紙
で
伝
え
ら
れ
な

い
者
が
増
え
て
い
る
（
電
話
…
…
）

〇
足
腰
に
ね
ば
り
を
持
た
す
こ
と

山
村
は
、
純
朴
で
ま
じ
め
な
生
活
態

度
の
地
域
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
に
環
境

公
害
に
染
ま
り
や
す
い
。
地
域
ぐ
る
み

で
環
境
浄
化
に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
。

地
域
の
人
達
み
ん
な
が
、
声
を
か
け

合
い
、
地
域
の
子
供
達
と
い
う
意
識
で

一
人
で
も
お
ち
こ
ぽ
れ
．
の
な
い
よ
う
、

手
を
と
り
合
い
、
家
庭
・
学
校
・
地
域

の
連
帯
で
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
。

ファインダー

若
い
頃
と
違
っ
て
、
心
の
慟
き
が
少

し
弱
っ
て
き
た
か
ら
と
い
っ
て
「
ぽ

け
」
の
心
配
を
す
る
必
要
は
な
い
。

具
体
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、
今
食

べ
た
こ
と
を
忘
れ
て
催
促
し
た
り
、

今
聞
い
た
人
の
名
前
を
忘
れ
た
り
、

き
れ
い
な
と
か
汚
た
な
い
と
か
の
区

別
が
つ
か
な
く
な
る
こ
と
で
あ
り
‘

本
人
も

「
ぽ
け
」
の
認
識
が
な
い
こ

と
は
勿
論
で
あ
る
。

そ
こ
で
「
忘
れ
っ
ぽ
い

」
と
「
ぽ
け
」

と
は
違
う
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
い

し
更
に
、
年
齢
も
余
り
気
に
し
な
い

よ
っ
心
が
け
る
こ
と
を
提
唱
し
た
い
。

あ
る
人
が
、
八
十
歳
ま
で
は
数
え

て
い
た
が
、
そ
れ
か
ら
は
数
え
な
い

こ
と
に
し
て
い
る
と
い
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

「
年
齢
計
算
に
関
す
る
法
律
」
で

い
う

一
年
間
は
、
太
陽
の
廻
り
を

地
球
が
一
廻
り
す
る
の
に
必
要
な

日
数
三
百
六
十
五
日
を
基
準
と
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
天
文
学
上
の

単
位
な
ど
気
に
す
る
こ
と
は
な
い
。

青
春
と
は
、
心
の
若
さ
で
あ
る

と
い
っ
た
人
が
あ
り
ま
す
が
、
ま

さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
身
体

の
若
さ
も
大
切
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
に
も
増
し
て
、
大
切
な
の
は
‘

精
神
の
若
さ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

昔
の
こ
と
ば
か
り
繰
り
返
し
て

い
る
と
「
ぼ
け
」
は
ど
ん
ど
ん
進

行
し
ま
す
。
常
に
新
し
い
こ
と
を

考
え
、
大
脳
を
刺
激
す
る
よ
う
心

が
け
た
い
も
の
で
す
。
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肱
川
で
は
四
園
八
十
八
ヶ
所
の
こ

と
を
「
お
四
国
」
、
「
本
四
国
」
、
「
八
十

八
ヶ
所
」
と
呼
び
、
お
ま
い
り
す
る
こ

と
を
「
あ
四
国
ま
い
り
L

、
「
本
四
国
ま

い
り
」
、
「
八
十
八
ヶ
所
ま
い
？
と
い

う。
昔
は
強
い
大
師
信
仰
を
背
景
と
し
て

老
若
を
問
わ
す
「
オ
カ
ゲ
を
受
け
る
」

だ
め
に
巡
拝
し

だ
。
中
で
も
体

⑲

の

弱

い

人

ガ

病

ち

ゅ

の
治
癒
を
願

、
心
の
悩
み

L
●
頁

ガ
ほ
し
い

↑
]
＇
、子

し
う
よ
う
な

ece¥ 

わ

願

い

事

の

あ

る

ガ
「
お
卿
」

を
こ
め
て
、
ま

か
人

饂

じ

わ

っ

だ

の

で

あ

ひ

る

。

願

い

事

に

は
家
内
安
全
や

無
病
患
災
、
家

族
の
病
気
の
治
癒
、
戦
地
に
行
っ
だ
人

ガ
無
事
帰
れ
る
よ
う
に
な
ど
い
ろ
い
ろ

あ
っ
だ
。

大
谷
村
で
は
「
お
四
国
講
」
ガ
あ
り
、

講
力
ら
何
人
力
抽
選
て
お
ま
い
り
し
だ

そ
う
で
あ
る
。

苦
は
春
に
出
発
す
る
こ
と
ガ
多
力
つ

だ
。
時
候
も
良
く
、
震
繁
期
ま
で
に
は

帰
れ
る
よ
う
に
と
い
う
理
由
力
ら
で
あ

る
。
歩
い
て
ま
わ
る
だ
め
―
―

10日
力
ら

四
0
日
程
カ
カ
り
中
に
は
五

0
日
力
ら

今
月
は
民
間
信
仰
の
中
か
ら
巡
礼
に

つ
い
て
一
部
紹
介
し
ま
す
。

七

0
日
カ
カ
つ
だ
人
も
あ
る
。

道
順
は
特
に
決
っ
て
お
ら
す
巡
礼
者

に
と
っ
て
近
い
札
所
力
ら
始
め
て
八
十

八
ヶ
所
を
お
さ
め
れ
ば
よ
い
。
肱
川
で

は
四
十
四
番
大
宝
寺
力
ら
始
め
て
四
十

三
番
明
巳
寺
に
戻
る
と
い
う
の
ガ
一
般

的
な
ま
わ
り
方
だ
っ
た
。

巡
拝
は
お
寺
を
お
参
り
す
る
こ
と
も

大
切
だ
ガ
お
大
師
様
の
適
0
れ
だ
道
を

た
ど辿

る
こ
と
ガ
目
的
な
の
で
大
洲
市
の
十

夜
ヶ
橋
の
よ
う
に
お
大
師
様
ご
緑
の
番

外
札
所
も
お
参
り
す
る
。
そ
し
て
い
つ

で
も
力
ま
わ
な
い
ガ
元
の
寺
と
い
う
こ

と
で
一0

犀
野
山
に
お
参
り
可
る
人
も
い
だ
。

昔
は
賜
可
口
装
束
で
お
参
り
し
だ
と

い
う
。
白
装
束
ガ
で
き
な
い
と
き
は
、は

人

さ
ら
の
着
物
に
白
い
モ
ン
ペ
と
白
い
半

纏
と
い
う
い
で
だ
ち
で
あ
っ
だ
。
白
の

手
甲
と
脚
絆
を
つ
け
白
い
足
袋
に
ワ
―
フ

ジ
カ
地
下
足
袋
を
は
き
「
菅
笠
」
を
カ

ぶ
る
。
笠
に
は
竹
を
薄
く
切
っ
て
白
い

方
を
外
側
に
出
し
だ
物
も
あ
っ
だ
。
腰

に
は
「
オ
シ
リ
ス
ケ
L

と
い
う
一
尺
程

の
布
を
つ
け
る
。
杖
・
鈴
・
数
珠
を
持

ち
、
納
め
札
を
入
れ
て
お
く
札
ば
さ
み

と
あ
賽
銭
や
お
接
待
を
受
け
だ
物
を
入

れ
る
サ
ン
ヤ
袋
を
首
に
力
け
る
。
他
に

納
経
本
や
オ
ヘ
ン
ロ
刀
ッ
パ
と
い
う
荘

ぴ
き
し
た
紙
、
弁
当
箱
や
彗
ガ
え
は
行

李
に
入
れ
て
、
そ
れ
を
白
い
木
綿
て
く

る
み
、
「
オ
イ
ズ
）
」
と
い
う
木
製
の
枠

に
紐
を
逹
し
だ
も
の
の
上
に
の
せ
背
負

ぅ゚
昔
は
出
発
の
ニ
・
三
日
前
力
ら
魚
類

を
食
べ
す
に
栖
干
な
ど
を
食
べ
て
精
進

し
て
い
だ
。
前
夜
に
は
水
を
力
ぶ
り
行

を
す
る
人
も
い
だ
。
ま
だ
大
変
な
旅
に

出
る
の
で
近
所
や
親
戚
の
人
ガ
集
ま
る

こ
と
も
あ
っ
だ
。
お
大
師
様
は
魚
ガ
嫌

い
な
の
で
巡
礼
中
に
は
巡
拝
者
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
家
族
も
生
臭
い
も
の
や
ネ

ギ
を
食
べ
て
は
い
け
な
力
つ
だ
。
ま
だ

言
動
に
も
気
を
つ
け
て
冗
談
を
―
―
―
-
＝
つ
だ

り
、
夫
婦
の
こ
と
も
謹
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
力
つ
だ
。
あ
大
師
様
ガ
大
洲
に

や
っ
て
き
て
宿
を
請
つ
だ
時
ど
こ
の
家

で
も
氾
め
て
く
れ
な
力
つ
だ
の
て
橋
の

下
で
一
夜
を
過
し
た
。
そ
の
晩
橋
の
上

て
杖
を
つ
く
音
ガ
し
て
一
夜
ガ
十
夜
に

も
思
弓
る
よ
う
な
つ
ら
い
一
夜
を
過
さ

れ
だ
こ
と
力
ら
「
十
夜
ヶ
橋
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
だ
と
い
う
。
そ
の
後

ど
の
橋
の
上
て
も
枚
を
つ
い
て
は
い
け

な
い
の
だ
と
い
う
。
杖
は
川
な
ど
ガ
あ

れ
ば
こ
ま
め
に
先
を
洗
わ
な
く
て
は
い

け
な
い
。
同
行
し
だ
人
や
途
中
知
り

合
っ
だ
人
ガ
ケ
刀
を
し
だ
り
し
て
歩
け

な
く
な
っ
て
も
迫
れ
を
途
中
で
「
捨
て

て
」
は
い
け
な
い
。
巡
礼
中
に
は
勁

q

三
軒
力
七
軒
で
「
門
づ
け
」
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
力
つ
だ
。
門
づ
け
と
は
軒

下
に
立
ち
般
若
心
経
や
御
詠
歌
を
と
な

え
て
米
や
あ
金
を
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。

II

御
先
祖
様
を
拝
ま
せ
て
く
だ
さ
い
II

と

言
っ
て
仏
壇
に
お
経
を
あ
げ
さ
せ
て
も

ら
う
こ
と
も
あ
っ
だ
。
こ
れ
は
本
当
の

あ
運
路
さ
ん
に
な
る
だ
め
に
は
勁
可
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
だ
。

巡
礼
者
ガ
無
事
に
帰
っ
て
来
た
時
に

は
、
近
所
や
親
戚
を
招
い
て
簡
単
な
お

祝
い
を
し
だ
。
巡
礼
者
は
納
め
札
を
お

ま
も
り
と
し
て
配
っ
だ
り
「
オ
カ
ケ
L

と
い
う
弘
法
大
師
の
像
の
描
い
て
あ
る

小
さ
な
掛
軸
な
ど
を
あ
土
産
と
し
て

配
っ
だ
り
も
し
だ
そ
う
で
あ
る
。
ま
だ

帰
村
の
晩
に
は
「
お
精
珪
落
し
」
と

い
っ
て
魚
や
力
ま
ぽ
こ
を
食
べ
だ
。

な
お
出
発
前
に
杖
や
笠
、
納
経
本
、

札
バ
サ
ミ
、
着
物
や
半
塵
を
部
落
の
あ

寺
へ
持
っ
て
行
く
。
住
職
ガ
枚
を
拝
ん

て
経
を
書
き
、
納
経
本
に
は
住
所
・
氏

名
・
年
閂
日
・
寺
名
と
本
尊
を
書
き
、

札
／
サ
ー
ー
ー
や
半
纏
に
は
「
四
国
八
十

八
ヶ
所
、
同
行
二
人
」
住
所
・
氏
名
を

ま
だ
笠
に
は
「
同
行
二
人
L

名
前
、

「
伺
処
有
南
北
、
迷
故
三
界
城
、
悟
故

十
方
空
、
本
来
無
束
閂
を
書
い
だ
。

納
め
札
に
は
「
奉
納
八
十
八
ヶ
所
、
同

行
二
人
」
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
書

く
。
こ
れ
は
自
分
で
書
い
だ
方
ガ
お
カ

げ
ガ
あ
る
と
い
う
。

S

公
民
館
で
は
「
高
齢
者
活
動
を
活
発

化
さ
せ
る
た
め
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
を

四
年
間
か
け
て
巡
拝
し
、
心
を
洗
い
な

が
ら
四
国
各
地
の
文
化
財
や
地
理
‘
こ

れ
か
ら
の
生
き
が
い
に
つ
い
て
学
び
連

史跡の見学も…

帯
意
識
を
高
め
る
。」
こ
と
を
目
的
に
昭

和
五
十
年
度
か
ら
高
齢
者
教
育
の
一
環

と
し
て
の
お
四
国
学
級
を
実
施
し
て
い

る
。お

四
国
学
級
は
‘
五
十
五
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
一
度
に
八
十
八
ヶ
寺
を
巡
る

の
で
は
な
く
、
四
年
間
か
け
て
回
っ
て

い
る
。最

初
の
年
は
顔
も
知
ら
な
い
同
士
が

よ
そ
よ
そ
し
い
ム
ー
ド

の
中
で
、
四
泊

五
日
を
か
け
て
二
十
ヶ
寺
程
度
回
る
間

に
親
密
感
が
生
ま
れ
る
。

第
二
年
度
に
は
新
し
い
友
達
が
で
き

る。
第
三
年
度
に
は
旧
村
を
超
え
た
仲
間

づ
く
り
に
発
展
す
る
。

第
四
年
度
に
は
す
っ
か
り
心
を
許
し

合
い
、
日
常
の
つ
き
合
い
に
ま
で
広
が
っ

て
い
く
。
年
ご
と
に
親
近
感
が
ま
し
て

い
く
か
ら
、
お
年
寄
り
は
、
「
待
ち
ど
お

し
く
て
た
ま
ら
な
い
。
」
と
い
わ
れ
る
。

お
四
国
学
級
を
卒
業
さ
れ
た
方
は
‘

地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
、
高
齢
者
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
お
四
国
学
級
は
高
齢
者
の
生

き
が
い
と
と
も
に
、
す
っ
か
り
心
の
中

に
根
を
お
ろ
し
て
い
る
。
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”
今
‘
わ
た
し
た

ち
は

“
を
テ
ー
マ

に
十
一
月
二
十
九

日
、
肱
川
中
学
校

の
文
化
祭
が
開
か

れ
ま
し
た
。

生
徒
会
か
中
心

と
な
り
、
生
徒
達

の
手
に
よ
っ
て
計

画
・
運
営
さ
れ
た

文
化
祭
で
し
た
。

そ
の
意
義

・
ね
ら

い
は
次
の
五
点
で

す。-、

日
頃
の
学
習

の
成
果
を
発
表

し
あ
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
教
科

の
学
習
で
は
得

ら
れ
な
い
自
主
性
を
養
う
。

二
、
豊
か
な
情
操
や
健
全
な
趣
味
、
広

い
教
養
を
育
成
し
‘
学
校
生
活
を
充

実
さ
せ
る
。

三
‘
学
級
や
学
年
の
活
動
を
越
え
る
事

に
よ
っ
て
‘
学
校
集
団
の
一
員
で
あ

る
事
を
自
覚
す
る

四
、
日
頃
、
発
表
の
機
会
の
少
な
い
文
化

部

・
ク
ラ
ブ

・
専
門
委
員
会
の
活
動

， 肱） 1|中学松文化祭

を
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
う
。

五
、
普
段
の
学
習
で
は
味
わ
え
な
い
楽

し
み
か
で
き
る
。

内
容
も
と
て
も
、
盛
り
だ
く
さ
ん
で

し
た
。
学
級
対
抗
の
仮
装
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
‘
侍
や
殿
様
、
花
嫁
さ
ん
な
ど
面

白
い
趣
向
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

の
た
て

/

茶
道
部
の
野
立
（
教
室
内
で
し
た
が
）
、

手
芸
部
の
手
づ
く
り
作
品
展
示
。
歳
末

助
け
合
い
協
力
の
即
売
会
な
ど
…
…。

又
午
後
で
は
‘
み
ん
な
の
広
場
と
い

う
事
で
、
生
徒
の
幼
い
頃
の
顔
を
当
て

る
ク
イ
ズ
や
肱
川
の
カ
ル
タ
を
使
っ
て

の
学
級
対
抗
カ
ル
タ
競
技
。
の
ど
自
慢
大

会
、
ギ
タ
ー

・
ピ
ア
ノ

・
ブ
ラ
ス

バ
ン

ド

の
演
奏
な
ど
が
あ
り
、
生
徒
と
先
生
方
が

一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
生

徒
の
顔
が
生
き
生
き
と
し
て
い
た
•
…••O

そ
し
て
、
も
う
―
つ

、
学
級
別
に
研

究
テ
ー
マ
を
き
め
て
‘
調
査
や
研
究
の

成
果
を
展
示
し
た
コ
ー
ナ
ー
が
各
教
室

に
あ
り
ま
し
た
。

核兵器についての研究も…

●
自
然
に
つ
い
て
考
え
る
。

●
今
、
ど
ん
な
夢
を
持
っ
て
い
る
か
。

●
私
達
の
不
満
。
肱
川
町
の
現
在
、
過

去
、
未
来
に
つ
い
て
。

●
「
今
」
と
「
将
来
」
に
つ
い
て
。
世
の

中
を
こ
う
変
え
た
い
な
ど
…
…
。

●
「
い
じ
め
」
の
問
題
に
つ
い
て
。

先
生
や
大
人
か
取
り
組
ん
で
も
し
ょ

う
か
な
い
。
私
達
‘
生
徒
が
や
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
な
ど
…
…
。

●
核
兵
器
に
つ
い
て

今
、
何
を
な
す
べ
き
か
。
そ
れ
は
核
兵

嫁
い
で
き
て
十
五
年
。
初
め
の

内
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
今
‘
嫁

姑
の
問
題
か
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
中

で
私
は
幸
福
だ
と
思
い
ま
す
。
何

も
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
親

子
で
さ
え
い
ぎ
違
い
は
あ
る
の
で

す
。
ま
し
て
生
活
環
境
の
違
う
人

[[->>

[O
間
同
士
が
、
同
じ
家

ね
が
本
当
の
親
子
の

様
に
な
っ
て
来
る
の
で
す
。
姑
は

私
の
悪
口
を
外
で
一
度
だ
っ
て
い
っ

た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ば
か

り
か
‘
子
供
達
に
愚
痴
一
っ
こ
ぼ

し
た
事
は
な
い
の
で
す
。
わ
が
ま

ま
な
私
だ
か
ら
、
言
い
た
い
事
は

多
分
に
あ
る
で
し
ょ
う
が
…
…

誰
で
も
自
分
が
正
し
い
と
思
っ
て

器
を
な
く
す
こ
と
に
あ
る
な
ど
•…

••O

索
晴
ら
し
い
調
査
や
分
折
、
意
見
か
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
文
化
祭
は
‘
今
後
‘
父
兄

や
町
民
の
方
々
に
も
知
ら
せ
て
、
こ
ん

な
一
面
も
見
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

必
ず
、
中
学
生
理
解
に
つ
な
か
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
生
徒
達
が
生

き
生
き
と
取
り
組
み
‘
運
営
し
て
い
る

姿
は
‘
す
が
す
か
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
明
る
い
中
学
生
ら
し

い
笑
顔
、
活
動
を
期
待
し
ま
す
。

い
る
と
問
題
も
起
こ
り
、
行
き
違
い
も

生
じ
て
く
る
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
私

は
自
分
の
力
で
は
解
決
で
ぎ
な
い
事
は
‘

姑
に
相
談
を
持
ち
か
け
て
は
意
見
を
聞

い
て
い
ま
す
。

姑
は
毎
朝
‘
孫
の
顔
を
見
に
く
る
事

が

一
日
の
始
ま
り
で
す
。
「
お
早
よ
う
‘

起
き
て
る
」
と
言
っ
て
か
ら
帰
り
ま
す
。

こ
ん
な
姿
を
年
に
ニ
・
三
度
見
な
い
日
が

あ
り
、
そ
の
時
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い

程
、
体
の
調
子
が
悪
い
時
で
す
。
子
供

を
学
校
に
送
り
出
し
て
、
行
っ
て
見
る

と
「
カ
ゼ
を
ひ
い
て
寝
む
れ
ん
か
っ
た

ん
よ
」
と
い
っ
て
休
ん
で
い
ま
す
。
温

か
い
味
噌
汁
と
お
茶
を
持
っ
て
い
く
と

「
す
ま
ん
な
あ
、
世
話
か
け
て
」
と
言
っ

く17 7〉

嫁、姑

ん と恵こ思 で 予子林 きだは何とじあて
に次思とれ つ も姑 たけ‘も思‘ヒ起は年；‘竺誓こ岱土［曹:乏年パ悶に‘;[~、塁し：、『
い鹿すてもいや 年 -,自び切 t「つが
し野 ゜長私る苦 は い 甘 ん 言 と 助 て体分りり ［言り
ま川 生のの労七まえなつ口け‘ののとま？て葉ま
す の き力でを 十 す て 姑 て ぐ し 出動肩生わ あに 。す

゜冨 しとすか歳 ゜頼にいせな来くに活し
し、
ち

9ず始・ -, 
永 てなか け ゜ りつ まの くる間かして

ゃ
なしす

光 ほり：まい にいすよて事はかてい く さ ま
声し‘
IC,ヽ

•いつ しつ ゜うはは 働ついたんて
かは

をん
さ い知 ゜とま ていそに←手いてた頃、ヒ感な

〇
結
婚
改
善
を進

め
よ
う
I

0
お
見
舞
い
返
し
や
、
香
典

返
し
を
や
め
よ
う
I
.

く
ら
し
の
中
の
無
理
を
な

く
し
て
、
真
心
の
こ
も
っ
た

お
付
き
合
い
を
し
な
か
ら
‘

心
の
通
い
合
？
ふ
る
さ
と
づ

く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
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十
一
月
二
十
七
日
、
松
山
市
の
愛

媛
県
民
館
で
開
催
さ
れ
た
第
三
十
一

回
愛
媛
県

P
T
A
大
会
で
、
中
居
谷

の
沖
浦
賢
嗣
さ
ん
が

P
T
A
功
労
者

と
し
て
、
県
教
育
長
及
び
県

P
T
A

連
合
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

沖
浦
さ
ん
は
‘
昭
和
五
十
六
年
四

月
か
ら
昭
和
六
十
年
三
月
ま
で
正
山

小
学
校

P
T
A
会
長
と
し
て
、
さ
ら

に
昭
和
五
十
八
年
四
月
か
ら
六
十
年
三

月
ま
で
肱
川
町

P
T
A
連
合
会
長
及
び

愛
媛
県
P
T
A
功
労
者

江
岸
贄
嗣
さ
ん

愛
媛
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
大

谷
文
楽
の
公
演
が
、
十
一
月
十
八
日
肱

川
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
各
分
館
を
巡
回
さ
れ
て
お
る

も
の
で
す
が
、
今
年
は
中
学
校
在
学
中

に
一
度
は
郷
土
の
文
化
財
に
ふ
れ
て
も

ら
お
と
と
、
三
年
に
一
回
行
っ
て
い
る

肱
川
中
学
校
で
の
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

又
、
当
日
は
、
大
洲
の
老
人
教
室
の
七

十
名
の
方
も
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

外
題
は
‘
「
鬼
一
法
眼
―
-
＿
略
の
巻
‘
五

条
橋
の
段
」
と
「
堀
川
お
悛
伝
兵
衛
・

巴
固
硲
匂
）

稟u
 

葦K
 ょさ塁杞

ふ

と
の

る
さ

三者が一体で…

猿
ま
わ
し
の
段
」
「
御
所
桜
堀
川
夜
討
―
二

段
目
・
弁
慶
上
使
の
段
」
の
三
つ
で
し

こ。f
 文

楽
は
、
三
味
線
・
浄
瑠
璃
・
人
形

の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
の
伝
統
芸
能

で
す
が
、
県
下
で
は
ト
ッ
プ
と
評
さ
れ

る
舞
台
に
、
中
学
生
も
老
人
教
室
の
み

な
さ
ん
も
引
ぎ
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

古
里
の
よ
さ
を
理
解
し
、
古
里
意
識

を
高
め
る
上
で
も
、
今
回
の
文
楽
公
演

は
、
中
学
生
に
と
っ
て
又
と
な
い
体
験

学
習
に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
か
仲
良

く
活
動
す
る
こ
と

や
‘
助
け
合
い
、

協
力
し
あ
う
事
の

大
切
さ
を
育
て
る

II

わ
ん
ば
く
学
級
II

は
十
一
月
十
日
に

実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
わ
ん
ぱ
く

学
級
は
‘
町
内
の

小
学
校
六
年
生
を

対
象
に
、
今
年
度

か
ら
開
設
し
て
お

り
ま
す
。

第
三
回
目
の
今

回
は
‘
追
跡
ハ
イ

キ
ン
グ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
追
跡
ハ
イ
キ

ン
グ
と
い
う
の
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー

ス
を
設
定
し
、
そ
の
中
に
い
く
つ
か
の

ポ
イ
ン
ト
を
設
定
し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト

ご
と
に
ク
イ
ズ
や
問
題
が
あ
り
、
そ
れ

を
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
て
解
答
し
て
い

く
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。
道
し
る
べ
を
、

喜
多
郡

P
T
A
連
合
会
評
議
員
と
し

て
、
町
内
・
郡
内
の

P
T
A
活
動
の

指
導
者
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

又
、
正
山
小

P
T
A
会
長
と
し
て
、

家
庭
教
育
学
級
・
親
業
講
座
・
大
谷

小
P
T
A
と
の
定
期
交
流
学
習
な
ど

を
推
進
さ
れ
、
役
員
・
会
員
の
資
質

を
高
め
る
事
業
を
積
極
的
に
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
と
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。本

当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
5

ま
し

こ。t
 

戸聾ヽイーキングに挑戦
杓んばく学級__J

t
u
9
 

た
よ
り
に
追
跡
し
て
い
く
ゲ
ー
ム
で
す
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
の
変
形
し
た
も

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

公
民
館
を
出
発
し
、
ダ
ム
沿
い
に
予

子
林
へ
、
そ
し
て
客
神
社
を
通
っ
て
歴

史
民
俗
資
料
館
を
終
点
と
し
た
コ
ー
ス

で
行
い
ま
し
た
。
日
頃
、
通
っ
た
こ
と

の
な
い
コ
ー
ス
を
わ
ん
ば
く
達
は
‘
グ

ル
ー
プ
で
協
力
し
あ
い
な
か
ら
楽
し
く

ま
わ
り
ま
し
た
。

資
料
館
を
見
学
し
た
あ
と
、
鹿
野
川

園
地
で
昼
食
を
す
ま
せ
終
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋

設
し
た
り
‘
町
内
巡
り
を
し
た
り
楽
し

い
‘
た
め
に
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
元
気
一
杯
で
、
わ
ん
ぱ

く
学
級
を
卒
業
し
て
、
次
へ
の
ス
テ
ッ

プ
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

購
入
図
書
紹
介

愛
媛
県
百
科
大
事
典
（
上
・
下
）
愛
媛
新
聞
社
編

私

た

ち

の

皇

室

水

郷

佐

智

夫

編

日

本

人

の

カ

ン

違

い

育

児

荒

井

良

お
は
な
し
上
手
は
子
育
て
上
手
浜
烏
代
志
子

父

と

食

事

し

た

い

倉

又

正

雄

親

子

断

絶

か

ら

の

脱

出

加

賀

文

子 協力し合って

農
家
は
損
す
る

青
汁
は
効
く

農
薬
を
使
い
こ
な
す

森
の
再
生
を
考
え
る ス

ポ
ー
ツ
は
夏
場
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
‘
ウ

ィ
．
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ

ン
の
時
で
す
。

肱
川
町
に
も
、
い
ろ
い
ろ

な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
あ
り

ま
す
が
、
今
度
サ
ッ
カ
ー
愛

好
会
結
成
の
声
か
あ
が
っ
て

い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
は
年
中
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
で
、
年
々
人
気
が

で
て
き
て
い
ま
す
。
経
験
者
、

初
め
て
の
方
、
ど
な
た
で
も

け
っ
こ
う
で
す
。
公
民
館
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

土し、1夏Tlサッカー葦やつて1碍ませんかヽ
うか釜 L -
゜何本へ
かを三館連で 数て練に学
‘ め 四 ま 絡相がは習限生

スさ‘‘-で先 談 そ ‘ 日 り は

↑o i三旦゚i: t ? to□ 
<t: 此す。誓闊亡 社

戦゜ 民 ろ 人 ぃ 閃

不

幸

は

つ

幸

福

ゆ

き

牧

野

正

気
が
つ
け
ば
騎
手
の
女
房
吉
永
み
ち
子

よ
く
わ
か
る
食
品
添
加
物
一
問

一
答藤

原

邦

達

井

原

豊

遠

藤

仁

郎

農
文
協
編

農
林
統
計
協
会
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日 木:-4-Jtl甘だ告病哨E 電話番号

1日困 松 五浦十崎医印 院 44-2776 （ ）  

2日困 藤 五本十崎医町 院 44-2561 （ ）  

3日倹 植五木十崎医町 院 44-2215 （）  

5日（日） 高 五橋十綺医町 院 44-2010 （）  

12日（日） 曽（内根子医町） 院 44-2801 

15日困 芳我（内外子科町医） 院 44-2560 

19日（日） 宝（内来子医町） 院 44-2248 

26日（日） 小 川医町 院 44-2815 （内子 ） 

日曜日
喜多（大医師洲会市病）院 25-0535 ネ兄 日

救
曜日 病院名 電話番号

月・火 大洲（大市洲立市院） 院 24-2151 

水 加大戸病市 院 24-5101 （洲）

木～日 大洲（大中洲央市病） 院 24-4551 

急 病

r 

※▽  ▽ ⑥ 

鑑印 場所 日不
時 用

を

ご役午月99 Ij 1 犬
持， 月回

？ g 14収
場日 日

だ （ 灼
さ で
vヽ
゜

＼ 

院

呈禾

1
月
22
日
困
中
居
谷
集
会
所
午
前

10時
1

1
月
23
日
困

ー予
子
林
公
民
館

＿午
後

2
時

特
産
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
開
発

製
品
ヨ
モ
ギ
カ
リ
ン
ト
ウ
及
び
ヨ
モ

ギ
ウ
ド
ン
の
名
称
と
包
装
紙
の
デ
ザ

イ
ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〇
応
募
締
切
昭
和

61年
1
月

31
日

0
入
選
発
表
広
報
紙
上

〇
賞
金
入
選
分
に
は
五
千
円
、

日

場

所

時

間

名
前
を
つ
け
て
下
さ
い

時

間

午
後

1
時
1

2
時
30分

1
月
22
日
型
中
居
谷
集
会
所
一

日

程

場

所

▽
日
時

⑥
健
康
相
談

⑥
健
康
づ
く
り
料
理
教
室

12
月
28
日
出

～
 

1
月
3
日
⑥

（
 

12
月

29
日
回

～
 

1
月

3
日
⑥

（
 

〇
肱
川
町
歯
科
診
療
所

12
月

31
日
図
午
後

～
 

1
月

5
日
同

⑥

1
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

1
月

16
日
困
（
出
す
の

は

1
月

15
日
中
）

▽
収
集
地
区
小
畑
井
・
萩
野
尾
・

汗
生
・
小
藪

・
大
和

・
肱

栄
・
中
野
・
大
谷

⑥
行
政
相
談

1
月

6
日
同

午
前

9
時
ー
午
後

4
時

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

ロ
午
後

1
時

ー

2
時

1
月
20
日
⑪
一肱
川
町
公
民
館

日

程

場

所

0
藤
川
医
院

⑥
乳
児
相
談 場

所

午
前

8
時

30分

ー

12時

役
場
―

0和気医院

1 1 相
月 月
20 6 談
日 日
（月） （月） 日

翡盟 宮福 担
田田 轟

塁亨 塁保 談
貝

時

間

⑥
年
末
年
始
の

休
診
に
つ
い
て

▽

時

間

午

前

9
時
ー
午
後

4
時

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

心
配
ご
と
相
談
室

＠
母
子
手
帳
交
付

H

時

間

午
前

10
時
ー

午
後

2
時

1
月
9
日
困
一正
山
公
民
館
一

日

量
。
底
回
飽

程

場

所

⑥
へ
き
地
栄
養
教
室

⑥
心
配
ご
と
相
談

面

■ご

電線近くでの

タコあげは危険です

たこが電線にひっかかっ

たときは自分でとらないで

すぐ 四国電力鹿野川営業店

に知らせてください。

電話34-2200

肱
川
郵
便
局
の
窓
口
等
は

12
月

29

日
か
ら

1
月

3
日
ま
で
次
の
と
お
り

営
業
し
ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
郵
便
窓
口

12月
29
日

9
時

1
12時
30分

-

9
時

1
17
時
ま
で

12月
30
日

12
月

31
日

1
月

1
日

1
3
日9

時

1
12時
30
分

▽
貯
金
・
保
険
窓
ロ

12
月

29
日

取

扱

い

ま

せ

ん

12
月

30
日

9
時

1
16
時
ま
で

佳
作
に
は
二
千
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

0
作
品
提
出
先
特
産
開
発
セ
ン
タ
ー

工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

通
商
産
業
省
で
は
工
業
統
計
調
査

及
び
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査
を
、

十
二
月
三
十

一
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
製
造
業
を
営

む
事
業
所
に
は
、
年
末
年
始
に
か
け

て
調
査
員
か
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

〇
調
査
員
は
冨
永
清
暉
さ
ん
で
す
。

12
月

31
日

9
時

1
16
時
ま
で

1
月

1
日

1
3
日取

扱
い
ま
せ
ん

な
お
、

1
月

2
日
は
今
岡
商
店
前

八
恵
商
店
前
、
和
気
商
店
前
、
郵
便

局
前
以
外
の
ポ
ス
ト
は
取
集
い
た
し

ま
せ
ん
。
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*
＊
*
＊
*
 

お
誕
生
あ
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で
と
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＊

＊
 

＊
 

＊
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ご

ざ

い

ま

す

＊
*
*
*
＊
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＊
 町

営

住

宅

周

藤

春

男

さ

ん

長

女

愛

ち

ゃ

ん

上
鹿
野
川

冨

永

廣

次

さ

ん

長

女

佳

織

ち

ゃ

ん

＊
 

*
＊
*
＊
*
 

ご

め

い

ふ

く

を

＊

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
お
祈
り
い
た
し
ま
す

*
＊
*
＊
*
 

＊
 

坂

本

金

友

さ

ん
(77
歳）

沖

野

利

男

さ

ん
(68
歳）

岡

本

清

一
さ
ん

(84歳）

久
保
田
ヲ
ス

ヱ
さ
ん

(89
歳）

上
鹿
野
川

中

居

谷

広

常

下
鹿
野
川


